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（題字） 会長　吉村　英男

高岡大仏
高岡大仏は高岡銅器の職人の技術の結晶と言えるもので、高岡市の象徴的な観
光地となって、高岡市指定有形文化財に指定されています。奈良大仏、鎌倉大
仏に並ぶ日本三大仏と称して地元の誇りとなっています。1933年、歌人の与謝
野晶子が高岡を訪れた際に、高岡大仏を「鎌倉大仏より一段と美男」と評した
とも伝わり、イケメン大仏と地元で言われています。新型コロナ感染症平癒の
願いを込めて、高岡大仏を表紙としました。

（参考：ウィキペディア）

広報の表紙は本会の公益的立場から紹介しています。
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巻　頭　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人富山県柔道整復師会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　吉　村　英　男

　新年明けましておめでとうございます。

　先生方、ご家族の皆様方には健やかに新年をお迎えになられましたこと心よりお慶び申し上げます。

　コロナウイルス感染症と闘いながら日々の業務に従事していること、会員の皆様方には心より厚く御礼

申し上げます。新年度を迎え、執行部、各部が事業活動また事務局が一丸となり会事業・会運営、会員の

皆様方が仕事を行いやすいよう、また、コロナウイルス感染症が拡散しないように一生懸命努力をしてい

ます。

　今年の目標は、全ての会員が思っている柔道整復師の地位向上、何とか富山県医療計画に柔道整復師を

単独に載せていただくこと、創立100周年・社団法人設立60周年記念式典を開催、ブロック学術大会の開

催等をすることです。

　柔道整復療養費検討専門委員会では療養費適正化について議論し、公的審査会の権限強化特にその中で

も料金改定における明細書発行時に料金を設定していただく事など、どれをとっても将来にわたって我々

が柔整業務を行っていく上で重要な課題です。

　さて、昨年は、令和3年6月27日（日）に行われた（公社）日本柔道整復師会の役員選挙に於いて、「会

長及び副会長と役員選任の選挙」が行われました。会長に工藤鉄男会員が5選、4期8年の功績に高い評価

を得ました。今後の活躍を会員一同期待したいと思います。日整では「匠の技　伝承」や超音波観察装

置、労災保険特別加入制度等課題が沢山あり「骨折施術柔道整復師（仮称）」「脱臼施術柔道整復師（仮

称）」「超音波観察装置取扱柔道整復師（仮称）」等柔道整復師のすすむ道は前途多難の道ですが、富山

県柔道整復師会も協力しております。柔道整復師の地位向上を目指し、日整の更なる発展を期待致します。

　オリンピック・パラリンピックが終わり、今回のオリパラ競技大会には、全国から選抜された日整会員

が柔道競技をはじめ多くの競技に救護として参加しました。東京都から「東京2020大会にかかる感謝状」

が令和3年10月26日に貢献した団体を称え感謝状を贈呈されました。

　また、衆議院選挙、各市長、各市議会議員の選挙があり、われら同志でふるさと富山に少しでもお役に

立ちたい。恩返しをしたいと“ごあいさつ“に書き、当会会員の田邉裕三先生も富山市議会議員に、藤井

裕久富山市長の「籐柔会」、角田悠紀高岡市長の「角柔会」を立ち上げました。それぞれの市で役員、会

員が柔道整復師の為に努力をしています。

　今またコロナウイルス（オミクロン株）が拡散している中、感染対策を徹底し各ブロックの新年会、各

行事などが行われます。会の行事もコロナウイルス感染症が一件でも広がらないように注意をして行きま

すが更なる努力をお願いします。

　本年も執行部へのご理解ご協力をお願い申し上げ、先生方におかれましても素晴らしい一年になります

ようにご祈念申し上げ、新年のご挨拶と致します。
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　　　　　　　　　　　　　新年のご挨拶

　　　　　　
衆議院議員　橘　　慶一郎

　明けましておめでとうございます。皆様には、ご家族お揃いですがすがしい新春をお
迎えのこととお喜び申し上げます。
　昨年秋の衆議院総選挙において、富山県柔道整復師会の先生方を始め、多くの方々の
温かい応援を賜り、5度目の当選を果たすことができました。コロナウイルスの影響で
活動が制約され、訴えが有権者の皆様に届くか不安だっただけに、先生方のお支えのあ
りがたさを痛感致しました。ここに改めて厚く御礼申し上げます。
　選挙後、党の組織運動本部長代理を仰せつかりました。柔道整復師会を始め友好団体
の皆様との連絡役として、政策面のご要望を承りながら、今夏の参議院選挙において野
上先生始め、我が党候補者の勝利を目指して頑張ります。国会では文部科学委員会の筆
頭理事を務めます。国の礎となる次代の人材育成、科学技術・文化・スポーツの振興な
ど、文部科学行政全般について、意見を申し述べ、チエックすべく、一昨年の委員長時
の経験も活かし、努力致します。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響が続き、社会経済活動も度々制限される厳
しい年でした。先生方にも、医療・介護の現場で細心の注意を払いながらの治療・施術
にご苦労されたものと拝察致します。この間、菅内閣は地方自治体のご協力の下、ワク
チン接種を進め、国民の予防行動もあって「第5波」を収束させました。東京オリンピ
ック・パラリンピックも、感染症対策を取って開催でき、世界からも高く評価されまし
た。岸田内閣は、コロナ対策と成長・分配の好循環実現を目指し、大型経済対策を打ち
出しました。ご苦労されている業種、世帯を経済面で底支えし、デジタル化、グリーン
化など新分野に果敢に投資し、時代を切り拓く覚悟です。
　先生方には、「道・学・術」一体に研鑽に励まれ、地域住民の健康な日常生活を支え、
地域包括ケアシステムの中で、健康寿命の延伸や介護予防分野の発展にご尽力頂いてお
ります。地域の大切な拠点としての日々のご努力に感謝しつつ、スポーツ医学を含め、
柔道整復術の学問的確立、診療行為としての位置付けなど、政治の立場から皆様の活動
を応援できるよう、今後とも心掛けて参ります。
　この一年の吉村会長はじめ先生方のご健勝・ご多幸と、富山県柔道整復師会の一層の
ご発展をお祈り申し上げ、年頭のご挨拶と致します。本年もよろしくお願い致します。

春 の ご 挨 拶



−	3	−

春 の ご 挨 拶

　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

　　　　　　　
衆議院議員　田　畑　裕　明

　新年あけましておめでとうございます。公益社団法人富山県柔道整復師会の皆様方に
おかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。謹んで皆様のご
繁栄とご多幸・ご健康をお祈り申し上げます。
　また、昨年中はひとかたならぬご厚誼を賜り、誠に厚く御礼申し上げます。
　人生100年時代と言われるなか、健康寿命を伸ばすため、栄養管理と適切な運動の継
続が大切です。筋骨格のプロであり体の状態や変化を見逃さない鋭い観察眼を持つ柔道
整復師の皆様方の活動範囲は地域密着型の治療所や機能回復型施設でのサービス提供を
通じて益々広がるものと考えています。一人でも多くの方の笑顔に寄り添い、安心した
生活が送れるよう、確かな知識と技術を備えた柔道整復師の皆様のご活躍にご期待申し
上げます。
　昨年秋に発足した岸田新政権において、私は総務副大臣を拝命いたしました。総務省
は“（総）すべてを”（務）つとめる“省であり、私は主に地方自治全般、消防庁、防
災担当しております。信頼される行政の推進に務めて参ります。
　デジタル技術の飛躍的な進化の中、岸田総裁が掲げる「デジタル田園都市国家構想」
の実現に向け、デジタル基盤の整備・拡充を加速させ、デジタル基盤をフル活用し、地
方の利便性と可能性を高めていき、地方の活性化に取り組んでまいりたいと思います。
デジタル社会が進む中でも大切なのは、人と人とのコミュニケーションであります。施
術をされる際には思いやりのあるきめ細やかなアプローチにより、患者様との信頼関係
を作っておられる柔道整復師の皆様方に深く敬意を表すとともに心より感謝申し上げ、
皆様方の活動を応援できるよう今後も心掛けて参ります。
　結びに、公益社団法人富山県柔道整復師会の今後益々のご発展と会員各位の皆様にと
って実り多き素晴らしい一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。
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　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

　　　　　　　
衆議院議員　上　田　英　俊

　新年明けましておめでとうございます。皆様方には、輝かしい初春をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
　昨秋の衆議院総選挙におきまして、富山県柔道整復師会の皆様には大変お世話になり
ました。
　おかげさまで初当選をさせて頂きました。心より御礼を申し上げますとともに、感染
拡大防止の処置を取りながら、多くの患者さんの施術にご尽力いただいている会員の皆
様に対して、心より敬意を表し、感謝申し上げます。
　国会では、「厚生労働」・「農林水産」常任委員会、「科学技術・イノベーション推
進」特別委員会に所属する事になりました。
　第一次産業は、生命を支える産業であり、人口減少・少子高齢化社会においては、
「働き方改革」、「健康寿命延伸」、「持続可能な社会保障制度の再構築」等の重要課
題であり、国際競争社会において、日本が生き残るためには、すべての分野での技術革
新・イノベーションが不断に求められます。しっかりと地域の未来を見据えて、課題に
取り組んでまいります。
　昨年末から「新型コロナウイルスのオミクロン変異株」感染者が急速に増えてきてい
ます。厚生労働委員会の委員として、コロナ下の国民の生活と暮らしを守るために、医
療提供体制の支援や労働者の雇用維持等、厚生労働行政の推進に全力で取り組んでまい
ります。
　公益法人として県民市民の医療と、福祉の健康増進に地域医療の向上発展のため努力
をされている現場の先生方が施術に専念できる環境を作るため何が必要かを皆様と一緒
に考えて課題の克服に努めて参ります。
　結びに、公益社団法人富山県柔道整復師会の益々のご発展と会員各位のご健勝・ご多
幸を心よりご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。本年もよろしくお願
いいたします。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

　　　　　　　
参議院議員　野　上　浩 太 郎

　富山県柔道整復師会の皆様方におかれましては、輝かしい新年をお健やかにお迎えの
こととお慶び申し上げます。
　日頃より、県民の健康増進と社会福祉のために、大きなご貢献をいただいております
ことに、深く敬意を表し、感謝申し上げます。
　さて、貴会では、一昨年来のコロナ禍という大変厳しい状況の中で、感染対策を講
じながら治療・施術により地域医療の一翼を担われるとともに、会員の資質向上や各
種研修会の開催、広報・普及活動、保険制度等の講習会、健康維持増進や応急救護、
青少年の健全育成のための柔道大会や介護予防教室の実施に取り組まれるなど、地域
社会で果たされる貴会の役割や社会的な意義は益々重要となっております。私も皆様
方が県民の健康増進と社会福祉のため、引き続きご貢献いただけますよう、全力を尽
くして参ります。
　また、私自身、昨年10月までの384日間、農林水産大臣として、新型コロナウイルス
感染症への対応や高病原性鳥インフルエンザ・豚熱等の家畜伝染病、大雪・豪雨等によ
る自然災害への対応など、緊急性の高い課題に緊張感を持って取り組み、さらに、2030
年に国産の農林水産物・食品の輸出額を5兆円とする目標を掲げ、輸出拡大実行戦略を
取りまとめるとともに、持続可能な食料システムを構築していくために、新たな政策方
針である「みどりの食料システム戦略」を策定するなど、全身全霊で取り組むことが出
来ました。これもひとえに柔道整復師会の皆様方のお支えの賜物であり、心より感謝申
し上げます。現在は、参議院自由民主党幹事長代行として、その職責をしっかりと果た
して参る所存です。そして、引き続き、富山県と日本の発展のために「地方から日本を
立て直す」との信念のもと、邁進して参る決意であり、何卒、一層のご指導ご鞭撻賜り
ますようお願い申し上げます。
　結びに、富山県柔道整復師会の益々のご発展と、吉村英男会長はじめ会員の皆様方の
ご健勝、ご多幸をご祈念申し上げ、ご挨拶と致します。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

　　　 　　   
参議院議員　堂　故　　茂

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様方には、日本伝統の柔道整復術の担い手として、住民の健康増進やスポー
ツ分野での活動、さらに介護予防などの福祉分野にも積極的にご貢献いただいておりま
すことに、深く敬意を表し、感謝申し上げます。
　昨年は一昨年に続き新型コロナウイルス感染症との戦いの日々でした。
　そうした中で、2020東京オリ・パラが一年延期、無観客という困難な状況下で開催さ
れましたが、アスリートたちの輝きを放った活躍が世界各国に配信され、世界中が大き
な勇気と感動に沸いた1年でもありました。
　国政では、総選挙、岸田政権誕生、富山県では田畑裕明衆議院議員が総務副大臣に就
任されました。
　私は、参議院自由民主党国会対策副委員長、文部科学委員会筆頭理事を務めることと
なりました。「ふるさとに根っこがある人づくり、国づくり」という私の政治理念に沿
うようにその職責を全うしたいと考えております。
　今年は新型コロナウイルス感染症の拡大防止「ウィズコロナ」下での社会経済活動の
再開と次なる危機への備え防災・減災、国土強靱化の推進による安全・安心の確保など、
未来社会を切り拓く「新しい資本主義」を構築していかなければなりません。
　また、本年7月には参議院議員選挙があり、皆様には引き続き自由民主党公認の各候
補者へのご支援の程宜しくお願い申し上げます。
　結びに会員各位におかれましては、世界に認められている柔道整復術を大いに駆使し
て、県民の健康の維持増進に、より一層のご研鑽を重ねていかれますことをご期待申し
上げます。富山県柔道整復師会のますますのご発展と皆様方のご健勝ご多幸を心よりご
祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

富山県議会議員　米　原　　蕃

　皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平素より格別のご厚情を賜り心より厚く御礼申し上げます。
　コロナウイルスの感染拡大から2年が経過しようとしています。長い間、制限を強い
られる毎日が続いていますが、今年こそ「正しく恐れる」という感染症から学んだこと
を心に留め、以前の社会に戻れるよう前を向いて進んでいく年になればと願っておりま
す。我が国の健康に対する政策は、感染症対策として衛生水準を向上させることから始
まったと言われておりますが、それを突破する感染症の出現は、健康でいるための努力
に終わりがないこと、さらには健康でいても転倒などにより1日で寝たきりになること
があるなどを考えると、健康でいることの難しさを改めて思い知らされる思いです。貴
会は、長年にわたり転倒予防の指導をはじめ様々な介護予防事業にも熱心に取り組まれ
ております。この事業が、一人でも多くの高齢者が元気に歩いて暮らせる毎日を送るた
めの一助となることを期待するものです。今年は、富山県柔道整復師会	創立100周年に
あたり、記念事業を計画されていると伺っております。100周年をお祝い申し上げ、事
業の成功を心より祈念致すものです。
　終わりに、本年も富山県柔道整復師会の皆様がご健勝でますますご活躍されますこと
をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

富山県議会議員　鹿　熊　正　一

　会員の皆様、こんにちは。令和4年の初春を意気軒昂にお迎えになられたこととお慶
び申し上げます。また旧年中は、温かいご指導ご支援を賜わり心よりお礼申し上げます。
　皆様は、専門の知識と技能を活かして、県民の健康増進や介護現場での機能訓練指導
に当たられ、また各種スポーツ大会での救護活動等にも熱心に取り組まれておられます。
その活動に深く敬意を表します。特に、超高齢化社会に向かう中、県民の健康寿命の
延伸は中心テーマであり、地域包括ケアシステムの多職種連携における皆様方の役割は
益々重要性を増しております。その観点からも、富山県の医療計画に、皆様の役割がし
っかりと明記されるよう県当局と協議いたします。
　さて、新型コロナウイルス感染症が我が国に発生して3年目となりました。現在（1月
中旬）、オミクロン株の感染症が急拡大しており、回復しつつあった社会経済活動に再
びブレーキがかかっています。
　県議会では、1月21日に臨時議会が開かれ、●コロナ感染症の拡大防止●ウイズコロ
ナ下の社会経済活動の再開と次なる危機への備え●未来を切り拓く「新しい資本主義」
の起動●県土強靭化の推進等安全・安心の確保、を主な内容とする令和3年度1月補正予
算（339.3億円余）が成立しました。引き続き、2月25日から始まる2月定例議会におい
て、令和4年度当初予算案を審議いたします。県民の皆様に、安心感と明日への希望を
持ってもらえるよう、そして次代を担う子ども達や若者達が夢を持って羽ばたけるよう、
同僚議員と共にしっかりと諸課題に取組む所存です。何卒、本年も、先生方のご指導ご
鞭撻を賜わりますよう心よりお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人富山県柔道整復師会の限りないご発展と会員の皆様のご健勝、
ご活躍、ご多幸を心よりお祈り申し上げます。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　 　　新年のご挨拶

富山県議会議員　五十嵐　　務

　富山県柔道整復師会の皆様方には、日頃から何かとご指導、ご協力をいただきありが
とうございます。先生方には地域において、県民の身近な診療機関としてご活躍されて
いることに深く感謝申し上げます。	さて、我が国の社会経済環境は、少子高齢化の進
行と人口減少時代の到来、グローバル化の一層の進展や環境・エネルギー問題、事故、
災害等による社会不安など大きく変化してきた中、新型コロナウィルス感染症の影響が
続いています。
　このような時に、先生方には、各地域の介護保険事業等にもご協力いただき、介護認
定審査委員会委員や地域包括支援センター運営委員会委員などを委嘱され活躍いただい
ています。また職能訓練指導員、介護予防運動指導員として、その技能と知識を生かし
て地域に貢献いただいています。また、各種スポーツ大会での救護ボランティアや災害
時の救護ボランティアにも積極的に参加協力をしていただいております。今後もさらに
県民の健康維持・増進に寄与していただくと共に、医学的学術研修や介護予防講習会等
におかれましても積極的に開催され、柔道整復師の資質向上に努めていただきたいと思
います。
　富山県柔道整復師会のますますのご発展と、会員の先生方のご健勝とご活躍をご祈念
申し上げ、ご挨拶といたします。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

公益社団法人	富山県柔道整復師会	顧問　四 方　正 治

　新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。正月9日
富山県高岡地区柔道整復師会新年会が二年ぶりに開催され参加させていただきました。
新型コロナウイルス感染症対策を様々しての懇談会で静かに盛り上がったと思います。
久し振りに楽しいひと時を過ごすことができました。
　その会場でいつも拉致問題について話をされる方がいられてその日もなかなか進まな
い事に国会議員さんは、どうしているのかと心配だと又ブルーリボンのバッチさえ付け
ていない議員がいることに腹を立てて話をされていましたが当日出席していた橘、野上
両先生がバッチを付けておられたので少し満足しておられました。それにしても拉致さ
れた日本人がいることを北朝鮮が認めてからもこの問題が全く進展しない事に腹立たし
く思っている国民も多数いると思います。この原稿を書いている前の日被害者有本恵子
さんの誕生日でお父さんの明弘さんのインタビューがテレビで放映されていました。23
歳の時に拉致されて39年の月日が流れています。取材に応じてお父さんは「生きている
なら恵子は帰ってこられる。待っていろと言いたい」と心境を語っておられました。皆
様もご存知のとおり、1977年昭和52年11月15日当時13歳であった横田めぐみさんが中学
校の帰宅途中に北朝鮮に拉致されたのであります。あまりにもむごい事件であると思い
ませんか。既に44年以上も過ぎています。お父さんの初代北朝鮮による拉致被害者家族
連絡会代表を務めた滋さんは一昨年に亡くなっておられますし又二代目会長で幼い二人
の子供さんを残して22歳で拉致された田口八重子のお兄さんの飯塚繫雄も昨年末に亡く
なられています。昨年11月に体調不良を理由で会長を辞任され三代目会長に横田めぐみ
さんの弟の拓也が引き継いでいますが被害者の家族はかなり高齢化しており一刻も早く
助け出さなければなりません。又、富山県内においても北朝鮮による拉致の可能性を排
除できない失綜者が約10人位いるとされています。我々も他人ごとでなく自分の家族だ
ったらと思い政府に強く訴えて行かなければならないと思います。政府は、国民の生命
と財産を守る義務があります。国会議員の先生方は勿論柔道整復師会の皆様にも患者さ
ん等に話をされて国民運動として何とか拉致被害者を一刻もはやく救い出してあげたい
と願っている事を申し上げまして新年のご挨拶といたします。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　　　　新年のご挨拶

富山県議会議員　山　本　　　徹

　新年、明けましておめでとうございます。柔道整復師の先生方には、清しい新年をお
迎えのこと、お慶び申し上げます。
　昨年は、重要な選挙が相次いで行われ、例年以上に柔道整復師の先生方にお世話にな
った一年だったと思います。どういう選挙であっても、私共自民党に大きな信頼を寄せ
ていただき、筋の通ったご支援を賜っております事、本当にありがたく、心より御礼申
し上げます。
　また、柔道整復師を取り巻くいくつかの重要な課題について、役員の先生方からご教
授頂きました。コロナ禍での厳しい診療所の運営経営の課題だけでなく、柔道整復師の
将来を見据えた鋭いご要望も頂戴しました。
　特に柔道整復師の立場や身分の保証については、考えさせられました。現在担ってお
られる役割に、見合っていない取り扱いがある。そういう風に感じました。
　今年は、先輩同僚議員と一緒に、頂いたご要望に何とか応えられるよう、取り組んで
参ります。
　コロナの状況はまだまだ予断を許しませんが、3回目のワクチン接種や飲み薬の普及
によって、きっと収束の方向に向かっていくと信じて、今しばらく気を張っていかなく
てはなりません。しっかり乗り越えていくよう努力して参ります。
　また、今年は参議院選挙の年であります。今任期中、大きな活躍をされた野上さんの
選挙であります。どうか、柔道整復師の先生方の力強いご支援を賜りますよう、お願い
申し上げる次第です。
　2022年が、柔道整復師会にとりまして、良い年になりますよう、ご祈念申し上げ、ご
挨拶とさせていただきます。今年もよろしくお願いします。

春 の ご 挨 拶
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　　　　　　　　　　　　　 　新年のご挨拶

富山県議会議員　宮　本　光　明

　令和4年の新春を皆様方には健やかにお迎えになったこととお喜び申し上げます。
　公益社団法人富山県柔道整復師会の皆様におかれましては、日頃より技術・知識・資
質の向上に取り組まれ、県民や地域により身近な診療機関としてご尽力されております
ことに心より敬意を表します。
　さて、大きな希望を胸に迎えた新年ではありますが、約2年間に及ぶ新型コロナウイ
ルス感染症は未だに私たちの日常を奪い社会様式を一変させましたが、徐々に新型コロ
ナウイルスの実態が解明されワクチン接種の効果や治療薬の投与等が進み、少なからず
社会全体に落ち着きがみられるようになったと感じつつあります。
　しかし、患者様に直接触れ診療や治療をされる皆様にとって、まだまだ予断を許さま
い状況下にあること事実であり、一日も早い収束を祈るばかりです。
　そうした中において医療従事者として明確な対応が国においても未だ確立されてい
ない現状は、憂慮すべきことと感じておりますが、柔道整復師会の皆様が今日まで重
んじてこられた心・技・体の精神のもと、医療としての役割は極めて重要と認識して
おります。
　皆様方におかれましては、今日まで地域に根差した身近な診療機関としてご活躍をい
ただいておりますが、このコロナ禍においてもさらなるご尽力を期待するものです。
　結びに、公益社団法人富山県柔道整復師会のますますのご発展と、会員の皆様のご健
勝とご多幸、ご発展を祈念申し上げご挨拶といたします。

春 の ご 挨 拶
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日　　時：令和3年10月30日（土）午後3時〜
　　　　　令和3年10月31日（日）
場　　所：ホテルメトロポリタン長野
主　　催：公益社団法人 日本柔道整復師会
主　　管：公益社団法人 長野県柔道整復師会

令和3年度 公益社団法人 日本柔道整復師会　北信越ブロック会理事会

・福井県は個人貸し出しNG。個人貸し出しの
際は会長判断にて。

新潟県からの議題
新型コロナウイルス感染症に係る会員支援策に
ついて各県の状況を教授願います。
・令和3年度の支援内容
・会員、家族、従業員が罹患した場合の個別支援。
・コロナ禍となってからの療養費の取り扱い状況。
・取扱件数、金額の推移
・原因及び対応策について。

長野県からの議題
毎年自民党県連に陳情を行っているが日本標準産
業分類において柔道整復業を施術業から独立させ
ていただくよう陳情した。
これに賛同する県が増えて大きなうねりとなれば
よい。
（各県の医療計画に単独でけいさいされればよい
のでは）

事務局より提案された改正事案
全会一致にて承認。

2.その他

3.閉会

会議次第
1，開会挨拶（公社）長野県柔道整復師会会長　
酒井正彦

2，北信越ブロック会会長　　　　　　　　　　
嶋谷　清

3，議事

各県からの議題
【北信越ブロック会理事会に係る提出議題】

福井県からの議題
定款に定める事業の在り方について
・各県はユーチューブ及びzoom等で行っている。

石川県からの議題
各県の会館の維持管理（建て替え等）について

富山県からの議題
1，厚生労働省よりの保険取り扱い関係通知や各
保険者又は柔整審査会よりの要求に関しその
すべてを会員に周知（通知）していますか？

2，柔整保険実務を作成し全会員へ配布し、通達
等を挿入しておりますが各県ではどのように
対処なさっているか、現状をご教授ください。

3，日整から貸与されているエコー機器を全員に
貸し出す場合の規約等をされていますか。
SSBが手伝う。
・長野県が貸し出し規定を作成済み。
・新潟県は個人の貸し出しはNG　ブロック支
部に貸し出す。
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日　　　時：令和3年7月31日（土）
　　　　　　午後7時00分〜午後9時00分
場　　　所：接骨会館　3F会議室
出　席　者：理事19名　監事2名
　　　　　 （全員出席）

公益社団法人 富山県柔道整復師会理事会報告

吉村会長挨拶
　今もコロナ禍で大変なことになっている。そう
した状況の中で感染対策を十分講じながら2週間
前には超音波の開校式と学術研修会での杉森先生
の講演、7月22日には日整少年柔道大会・形競技
会を行なった。また、明日には災害対策委員会の
富山県総合防災訓練を予定している。協会けんぽ
は、会員の患者調査を一年間を通じて調査すると
のことで、その内容について正・副会長で交渉に
行ってきた。その結果が配布した資料である。接
骨院の施術内容の調査で、会員より問い合わせが
あった場合、理事の先生方も理解し充分に説明出
来るようにしておいていただきたい。慌てること
なく正しい事をきちんと書いて欲しい。また、藤
井富山市長が国保連合会の新理事長に選出された
との報告あり。

①TJAT用ポロシャツ購入の件 
　眞田スポ－ツ委員長から、5月にスポ－ツ委員
会の会合があり委員から活動中は従来のビブスで
は暑くなり着て無いことや柔道大会の救護でもあ
まり活用してないので、代わりにポロシャツだと
活動しやすいとの意見があった。ポロシャツの左
胸に接骨院と背中には（公社）富山県柔道整復師
会のロゴマークも入れ広報活動にも繋げたいので
お願いしたい。

質疑
前原：今まで使っていたネームプレートはどう

するのか。
眞田：従来通り使うと返答。
吉村：個人で所有か。
眞田：今までは皆で共有していたがコロナ禍な

ので各自で所有すると返答。
原　：原版保存は2年と聞くがどうか。
眞田：2年以上注文が無ければデザイン料は発

生すると返答。　　　　　異議なく承認

②メールサーバー移行作業費等支出の件　
　武部局長から説明あり。今使っているNTT
サーバーが令和4年3月31日をもって終了する。そ
の為現在ホームページで使っているさくらサー

バーに移行したい。その作業をSSBにお願いした
い。　　　　　　　　　　　　　　異議なく承認

③事務局長就任予定者及び手当等の件
　武部事務局長から説明あり。資料記載の事務局
長予定者を今年10月より次長職として採用したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　異議なく承認
④入会承認の件
　1名の入会承認あり。　　　　　異議なく承認

（2）報告事項
① 会員異動の報告
　死亡退会1名、任意退会1名の報告あり。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告了承
②記念品配布の件　
　武部事務局長から周年事業がコロナの為やむな
く中止になった事と記念品配布の経緯説明あり。
なお、令和4年12月には社団設立100周年を計画し
ている。　　　　　　　　　　　　　　報告了承

③事業報告等に係る富山県への提出について 
武部事務局長から報告あり。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　報告了承

④職務執行状況報告について
　会長及び業務執行理事より職務執行状況の報告
があった。　　　　　　　　　　　　　報告了承

⑤「匠の技　伝承」プロジェクト指導者候補者の
一部変更について
　井田栄二氏⇒高崎　浩氏へ変更した。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告了承
⑥各部・委員会報告
★総務部　
①森田総務部長から各ブロックのコロナワクチン
接種状況をヒアリングした。
木下富山ブロック長⇒早期接種をお願いしてい
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る。60歳から64歳まで接種券は来ているがその
他の年齢は未定である。
河合砺波ブロック長⇒小矢部市（従業員含む）、
南砺市、砺波市は会員全員が終わっている。
稲場新川ブロック長⇒立山町、滑川市は進んで
いる。魚津市、黒部市はもうすぐ終わる。
森田高岡ブロック長⇒年齢に関係なく進んでい
る。8月中には終わる予定。

②三箇次長から発言あり。会員から我々は医療従
事者なのか？優先順位はないのか問い合わせが
来ている。
稲場副会長から医療従事者ではなく、我々は療術
で医療の一端を担っている、優先順位は各地区で
対応して欲しいと返答あり。
③石橋理事⇒氷見市役所に要望に行き柔道整復師
の窓口を設けていただき従業員も含めて接種が
進んでいる。

★保険部
　稲場保険部長から国保審査会の委員長が交代し
た。初検料の算定に間違いが多い、医科との重複
が多いので気を付けて欲しい。
患者照会ですが、協会けんぽはかなり厳しい。患
者調査も別に行うと言っている。先日、この件に
ついて協会けんぽへ交渉に行って来た。交渉の結
果、書面での少し簡略な患者照会になった。　

★学術部
　河合学術部長から8月に論文作成研究会を開催
する。役員全員参加で講師は高崎光雄先生です。
演題は木島先生の論文作成術をベースに進行して
いく。10月に学術研究会を開催したいと思ってい
る。講師は確定していない。内容はコロナ禍でも
あり免疫学を中心に考えている。柔道整復師に分
かりやすい免疫学をお願いしている。

★広報部
　木下広報部長から柔整とやま70号を作成してい
る。表紙をオリンピック関連に持ってこようとし
たが権利の関係で中々難しい。8月末に発刊する。
つなぐ手は9月下旬を目安にしている。いつもは
防災関係が中心だがSDGsも入れていきたい。

★事業部
　島田事業部長から先日少年柔道大会・形競技会
がコロナ禍の中2年ぶりに開催出来ました。皆様
のご協力に感謝いたします。今後、来年4月に会
員の柔道大会を高岡武道館で予定している。また、
北信越ブロック柔道大会も富山県営武道館で予定
している。

★財務部
　井田財務部長から事務局から配られた書類で公
益法人の3基準をしっかり理解して欲しい。色々
な表をしっかり読めるように勉強して欲しい。

質疑
井田：富山開催の学術研修会は富山ブロックか富
山地区なのかはっきりして欲しい。
眞田：今回富山ブロックで超音波研修会を3回計
画しているが講師料などは富山地区で負担する。
木下：日整より超音波診断機器を借りているので
広く会員全員に案内した。
井田：講師の手当ては税金の引いたものなのか足
したものなのか教えて欲しい。
吉村：その件については正・副会長会議で話し合
いをすると返答あり。

★災害対策委員会・接骨医学会
　大野委員長から7月に学会主催研修会が開催さ
れ富山県から4名の先生が参加された。今後接骨
医学会が単独で超音波認定制度を行う。
　明日、富山県総合防災訓練が滑川市、魚津市、
上市町、舟橋村で開催される。今回多数の役員の
先生方が参加されるので有難うございます。また、
7月に行われた関係者会議の内容について報告が
あった。実施要項を見ながら駐車場の確認や実働
訓練の説明をされた。今回の活動は我々が出来る
事の練習の場だと考えているので、色々なことを
覚えて欲しい。今後我々柔道整復師がDMATや
JMATの傘下で活動出来るように交渉していく。

★ICT委員会
　前原ICT委員長からは、会の配布物に「各市町
村の接骨院」作成とありますが、とても機微な情
報なので強制はしたくない。各委員と相談して進
めていく。なるべく早く情報をホームページに載
せていきたい。

★スポ－ツ委員会
　眞田委員長から活動する時はオレンジのポロシャ
ツを着ていただく。今後の予定ですが、今年の富山
マラソンは開催されるがコロナ対策でトレーナー活
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＜会長挨拶＞
　コロナはかなり下火になっているが、新しい変
異種の流行も確認されているようです。
　来年の注目点として、6月に北信越ブロック柔
道大会と学術大会の開催予定があります。
　また、年末には、柔道整復師会創立100周年、
社団創立62周年、柔道整復師協同組合設立17周年
の記念式典も予定されていますが、今後のコロナ
の蔓延が危惧されるところであります。
　他方、今年11月末には、魚津市エコー研修会が
行われました。これからの時代にエコー画像は必
要な物であり、我々がこれを如何に活用していく
かが重要になります。今後、エコーに頼らなくて
はならない時代が来るものと考えます。
　最後に、コロナに負けないように頑張っていた
だきたい。

（1）決議事項
議題1. 令和3年度上半期事業、会務報告承認の件

異議なく承認

議題2. 令和3年度上半期決算報告承認の件
　事務局長から正味財産増減計算書を報告資料と
して前年度と今年度の比較説明あり。
　具体的に収入について、『受取定額会費』は年
会費の減額に起因して大幅減、『受取受託収益』
はコロナ蔓延により昨年は低調であった介護予防
事業が今年は復調傾向にあることからほぼ倍増、
『雑収入』はPGFからの配当金が無かったため大
幅減。
　他方、支出について、『業務手当』『旅費交通

費』『業務委託費』は各部会事業が昨年のコロナ
蔓延時よりも活発になったことにより大幅増、
『表彰費』は勤続表彰の対象者が多数にて大幅増、
『雑費』は全員にマスクの配布した前年との比較
で大幅減。
　上記の結果、今年度上半期における当期経常額
は多額の赤字となっている。
　水上重一監事、澤田勝監事から適正との監査報
告あり。　　　　　　　　　　　　異議なく承認

議題3.　休会承認の件
休会者1名　　　　　　　　　　　異議なく承認

議題4.  顧問委嘱の件　　　　　　異議なく承認

（2）報告事項
①会員移動
任意退会1名　　　　　　　　　　　　報告了承

②各部、委員会等報告
【総務部】部長　森田	満
・日整主導の災害発生時の連絡システムに関し、
当会では計5名を担当者として、2名を災害発
生派遣要員として登録したい。

・第二組合の動向もふまえ、日整では個人契約
サポートセンターを作ったとのことにて、当

令和3年度 公益社団法人富山県柔道整復師会理事会報告

日　　　時：令和3年12月5日（日）
　　　　　　午前10時〜午前11時30分
場　　　所：接骨会館　3F会議室
出　席　者：理事18名（欠席者1名）
　　　　　　監事2名

動はない。来年度は状況が許されるのなら色々なス
ポーツ大会に参加して盛り上げていきたい。
★介護委員会
　木下介護委員長から介護は公益事業における割
合は大きく重要なポイントである。ところが委員
の12名の先生方は分かっているが今まで名簿が無
かった。今回各市町村の名簿を作成した。8月に
第1回介護委員会を開きたい。そこで色々な事を
検討してゆく。また、富山市ですが8月に市役所
に行き、色々と情報交換をしながら今後について

話し合いをしていきたいと考えている。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告了承
（3）その他
眞田理事⇒社団のホームページに各ブロックと各
地区の活動が混在している。出来れば地区の活動
を載せる形を作ってもらえないか。費用負担は地
区で補うと提案。
　吉村会長⇒費用を負担するのであればよいと
思う。
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会としても社団への入会を促したい。
・明細書の提供の件、日整では一人一人に明細
書を出すのは対応困難とのことながら、今後、
関係部署の動向を確認したい。

【保険部】部長　稲場	司
・保険実務に関する意見交換会を開催する。

【学術部】部長　河合	優
・来年度、6月にブロック柔道大会とブロック学
術大会の開催を予定している。

【広報部】部長　木下隆男
・柔整とやまは来年の2月に、つなぐ手は来年の
7月〜8月に発行を予定している。

・研修会、勉強会、各種大会等での写真提供等
取材に協力を願いたい。

　
【介護委員会】委員長　木下隆男
・委員13名と各グループおよび各教室のメンバ
ー掲載の名簿が完成した。

・介護委員会の活動について、次回のつなぐ手
への掲載を図りたい。

【財務部】部長　井田栄二
・今後とも、公益の3原則のうちの遊休資産につ
いて注視したい。

【事業部】部長　島田貞之
・日整少年柔道大会の結果は、ベスト16位、フ
ェアープレー賞受賞、形では65点であった。

　来年4月に社団の柔道選手権大会、6月に北信
越ブロック柔道大会、7月に日整少年

　柔道大会の開催予定としている。

【スポーツ委員会】	委員長　眞田克樹
・今年もコロナの蔓延で、スポーツイベント、
トレーナー活動も低調だったが、来年以降は

活動の再開が出来ると思う。
・各行事に多数の会員の方、特に若い先生がト
レーナー活動に参加しやすいような環境作り
に注力したい。

【ICT委員会】委員長　前原征一
・サーバーの切り替えにより若干の混乱を生じ
ている。	

・各先生のパソコンのアプリ環境により異なる
作業が必要になるが、事務局にて、関連資料
も配布対応中である。また、SSBからも各先
生へ直接のアドバイスも対応中である。

【災害対策委員会】委員長　大野重浩
・8月に富山県総合防災訓練に参加、11月には災
害対策研修を実施、多数の会員参加があり充
実した内容となった。
来春2月には、四季防災館での体験講習会を予
定している。

・11月に日本柔道整復接骨医学会学術大会が帝
京平成大学で開催された。
来場者373名、学生69名、オンライン参加約
300名、当県からは7名の先生方にご参加頂い
た。次回は令和4年11月に帝京科学大学で実施
の予定である。

保険部　　林　禎之
　師走も半ばを過ぎ寒さが厳しさを増すなか、
新型コロナウイルス感染症が少し落ち着いてき
たため、令和3年度役員向けの保険意見交換会が
開催されました。始めに吉村会長より、「役員
の先生方は会員の先生方から保険についての質

問をされる事もある。間違った事を伝えるので
はなく、役員としてしっかりと勉強して正しい
事を伝えるようにして欲しい」と挨拶されまし
た。続いて、稲場保険部長より、今年度保険部
で柔整保険実務を校正し直し、来年には会員の
先生方の手元に配布できるように最終段階であ
ることを報告されました。
　保険の意見交換会では、療養費の算定方法で往
療や骨折、脱臼での細かな注意点の説明、また柔
道整復師の施術に係る算定基準の実施上の留意事

令和3年度  役員向け保険意見交換会

日　　　時：令和3年12月18日（土）午後3時〜
場　　　所：接骨会館3階会議室
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項では骨折・脱臼に対する施術での医師からの同
意についての説明をされました。支給対象となる
負傷は外傷性の明らかな骨折、脱臼、打撲及び捻
挫であり、内科的原因による疾患は含まれないこ
と。なお介達外力による筋、腱の断裂（いわゆる
肉ばなれをいい、挫傷を伴う場合もある。）と亜

急性という言葉が無くなった事も改めて伝えられ
ました。この後も色々な注意点を丁寧に教えて下
さいました。何度も聞いていることですが、役員
の先生方も疑問に思うことも沢山あり最後に稲場
部長に質問に答えて頂き、活発な意見交換をして
意見交換会は終了しました。

理事・監事の数及び
出席理事・監事の数並びにその出席方法
理事	9名　　　出席理事数	9名（本人出席）
監事	2名　　　出席監事数	2名（本人出席）

出席理事の氏名
魚谷	明弘、森田　満、小柳　龍、藤岡	外行、
末永	明信、小島	幸宏、田辺	浩嗣、山崎	良人、
細川	圭三
出席監事の氏名　経沢	治勝、栗田	勝弘
議長の氏名　	魚谷　明弘

〈理事長挨拶〉
　定刻となり森田副理事長が理事会の開会を宣言
し、魚谷理事長から本日参加への謝辞とともに、
遠慮なく自由な意見をいただきたいとの発言があ
った。
　議長となり議事に入った。

〈議　題〉
第1号議案　令和3年度上半期収支報告の件
　武部事務局長から収支報告書等の資料に沿って
次の説明があった。
　収入の部では、昨年同期との比較で111,603円

の増加、具体的には用紙売上高で129,365円、福
利厚生事業収益で54,000円の収入増があった。
　他方、支出の部では、昨年比で330,404円の増
加、具体的には用紙仕入高で154,891円、福利厚
生事業支出で95,210円、施設使用料で88,000円の
支出増があった。
　収入増に比べて支出増が多額だが、これは、ゴ
ルフ大会費用や定例総会会場費用などによるもの。
　続いて補足説明として、収支費目別推移、業者
別取扱高などの資料の説明があった。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　全員異議なく承認

第2号議案　組合員脱退報告の件
　魚谷理事長から説明があった。今年4月以降に5
名の脱退者があった。　　　　全員異議なく了承

第3号議案　組合員新規加入承認の件
　魚谷理事長から説明があった。今年6月に1名の
加入者があった。

令和3年度 富山県柔道整復師協同組合 第2回理事会議事録

日　　　時：令和3年12月6日（月）
　　　　　　午後7時〜午後8時30分
場　　　所：富山市舟橋北町3-7
　　　　　　接骨会館3階会議室
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令和3年12月6日現在　組合員総数　478名
　　　　　　　　　　　　　　全員異議なく承認

第4号議案　協力業者新規加入承認の件
　魚谷理事長から説明があった。
　令和3年12月1日付にて　東洋レヂン（株）静岡
県富士市厚原2104-1の新規加入があった。　　　
　　　　　　　　　　　　　　全員異議なく承認
第5号議案　協力業者脱退報告の件
　魚谷理事長より該当なしと説明があった。
　令和3年12月1日現在　協力業者数　41先
　　　　　　　　　　　　　　全員異議なく了承

〈その他〉
　武部事務局長より、来年12月予定の柔道整復師
会創立100周年記念行事に対する協同組合として

の対応について照会があった。
　従前、社団では5年毎に記念行事、10年毎に大
きな記念行事を実施してきたが、コロナにより昨
年今年と見送りになっているもの。
　過日の社団理事会においては、実施の可否不明
ながら開催準備は進めるものとし、また、仮に
100周年記念行事開催の場合、次の社団創立65周
年行事は質素な対応が妥当との意見が出されてい
る。
　この点について各理事から意見表明あり、結局、
来年予定の100周年記念行事に際しては積立資金
の拠出など従前同様に対応することを前提に、今
後、社団の関連会議にも理事長が参加して話し合
いの機会を持つとなった。

　以上で本日の議事はすべて終了したので、小柳
副理事長が閉会を宣言し、散会した。

令和3年12月6日（月）
富山県柔道整復師協同組合理事会
議長・代表理事：魚谷　明弘
出席理事：森田　満	／	出席理事：小柳　龍
出席理事：藤岡　外行	／	出席理事：末永　明信
出席理事：山崎　良人	／	出席理事：小島　幸宏
出席理事：田辺　浩嗣	／	出席理事：細川　圭三
出席監事：経沢　治勝	／	出席監事：栗田　勝弘

接骨医学会評議員　　原　　誠
　昨年度はリモートのみの開催となった接骨医
学会が、本年度はハイブリッド（リアル・オン
ライン）で開催され、当会からは吉村会長以下7
名が会場に足を運び、オンラインで5名の会員が
参加され12名が聴講しました。
　コロナ禍によるものか、会場での発表は、柔
整学校の関係者が多数で聴講者も学生が主流で
した。以前に自分が発表していたころは、会員
の症例報告も多数あり、発表後に名刺交換や意
見交換がある有意義な場であったように思いま
す。時代とともに学会も変化していき、少しさ
びしさを感じることとなりましたが、新型コロ
ナ感染症が落ち着いてき始め、無事開催でき関
係者もほっとしたことだろうと思います。
　ただし、新型コロナ感染症によりリモートや
ハイブリッド開催導入が進み良い面もあったと
思うようになりました。

　特にハイブリ
ッド開催は、オ
ンラインで気軽
に参加できる事
で広く浅くでは
あるが接骨医学
の広報活動とな
り、リアル大会の参加増や所属会員増加に繋が
り、柔道整復術唯一のこの学会を盛り上げてゆ
く良い指針となると考えます。
　令和4年度以降も、コロナ感染症状態の変化に
かかわらず、ハイブリッド開催されることを願
い、日本柔道整復接骨医学会評議員としても活
動していこうと思います。

日本柔道整復接骨医学会に参加して

日　　　時：令和3年11月13日（土）・14日（日）
場　　　所：帝京平成大学　池袋キャンパス
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事　業　報　告

富山県代表チームコーチ　安積　泰彦
　最初に、第30回日整全国少年柔道大会を開催して
いただいたことに感謝申し上げます。今年の小学6
年生や5年生は全国大会の機会を失い、悔しい思い
を繰り返してきた中で、本大会が唯一の救いでした。
大会関係者の皆様のおかげで、出場者だけでなく、
その父兄はもちろん全国の小学生達が注目する素
晴らしい大会となりました。本大会に参加して感
じたこと、良かった点などを報告します。
　1点目は、新型コロナウイルス感染防止対策で
す。事前の健康管理チェックはどの大会でも実施
されていますが、参加者のPCR検査キット配布は、
小学生の大会では初めてで、感染防止対策をかな
り徹底されていることがわかりました。また、大
会当日も講道館の前でスタッフがしつかり声かけ
して、消毒、検温を徹底し、待機場所や試合会場
の入場も徹底的に管理されており安心することが
できました。あれだけの感染防止対策を実施して
いたので、大会関係者の方は大変苦労されたと思
います。
　2点目は、YouTubeによる動画配信です。各会
場にカメラを操作するスタッフを配置していたお
かげで、固定されているカメラよりもわかりやす

く、迫力ある動画が配信されていました。カメラ
の映像も綺麗で、自宅で観戦していた家族も「臨
場感がある試合が見ることができた」と好評でし
た。また、富山県内の、柔道をしている子供達の
多くが本大会を観戦しており、指導者や父兄の方
も見てくれていました。さらに、大会翌日から試
合を編集して動画がアップロードされていること
に驚きました。この動画配信については、今後も
続けてほしいと思っています。
　3点目は、本大会を講道館で開催して頂いたこ
とです。講道館は、柔道家の聖地であり、子供達
にとっても憧れの場所です。昨年実施された東京
オリンピック6	6	㎏級代表決定戦が開催されたこ
ともあり、地方でなかなか講道館に行けない子供
達は、講道館に行くこと試合ができることに感動
していました。小学生には、本大会だけが講道館
で試合ができる大会なので、今後も聖地での継続
開催を希望します。
　次に、今後の運営について要望があります。団
体戦に補欠メンバーを入れてほしいことです。本
大会では、1回戦、2回戦で怪我をして、4人や3人
で試合をするチームがありました。また、小学校
高学年は、健康な子供でもちょっとしたことが原
因で体調不良となってしまう時期です。急な体調
不良や怪我に対応できるように補欠メンバーの追
加をお願いします。最後に新型コロナウイルス感
染状況に合わせて、有観客開催をぜひ検討しても

第30回日整全国少年柔道大会を終えて

日　　時：令和3年11月21日(日)
場　　所：講道館　大道場
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学術部　中邑　克信　
　新型コロナウィルス禍の感染状況が少し落ち着
いてきた状況の中、今回の富山県接骨学術研究会
は、サンシップ富山において約100名の先生方に
参加いただき開催した。河合優	実行委員長の開
会の辞に次ぎ、（公社）富山県柔道整復師会	吉
村英男会長の挨拶で始まりました。
【特別講演】
演題	:「治療に必要な免疫力と医学知識」
講師	:	中島カイロプラクティックセンター
院長　中島　旻保　先生

　まず初めに健康について精神的・社会的・身体
的健康の三つのバランスが大事であると説明され
ました。次に病気とは、体の外からくるウィルス

や細菌によるもの、中からくるものについては、
ストレスによるもの、精神的・食的・物理的によ
るものがあり、極度の体温低下や運動不足・過
食・貧食・偏食により体の中心が崩れて筋・骨格
に異常が起こり、神経系や内分泌系が動かなくな
り、やがて内臓機能の低下から器官の異常が生じ
病気を引き起こすと言われました。体温が1度下
がると免疫が低下し病気を引き起こし、免疫力が
5倍になると説明されました。
　続いて精神的ストレスを上肢の下降テストで、

第32回富山県接骨学術研究会

文部科学大臣杯争奪
第30回日整全国少年柔道大会

優　勝	 兵庫県
準優勝	 千葉県
	3 位	 愛知県
	 三重県

敢闘賞
東京A
神奈川県
岐阜県
大阪府

優秀選手 
大野凱吏（兵庫県）
大野佑心（兵庫県）
川端倫育（千葉県）
下地琉仁（愛知県）
吉松遼也（三重県）

フェアプレー賞
埼玉県
山口県

宮崎県
富山県

らいたいと思います。無観客開催にも良い点があ
りましたが、講道館前で父兄の方が心配そうに子
供達を待っている姿、そして合流した時に悔しさ
がこみ上げてきて泣く選手を見て、私も感動させ
てもらいました。子供達が一番試合を見てほしい
のは親です。厳しい制限を設けた上で、保護者の
大会参加をご検討願います。
　第30回日整全国少年柔道大会は、本当に素晴ら
しい大会でした。大会関係者の皆様のご苦労に本

当に感謝しています。今後も日整全国少年柔道大
会が子供達の目標となる柔道大会として続いてい
くことを切に願っています。

優　勝	 兵庫県
準優勝	 岡山県

	3 位	 香川県
	4 位	 青森県

文部科学大臣杯争奪
第11回日整全国少年柔道 形競技会

日　　　時：令和3年10月31日（日）
　　　　　　午後2時〜午後4時
場　　　所：サンシップとやま

予予選選

Aブロック　　　　　　　　　　　　第1試合場 Bブロック　　　　　　　　　　　　第2試合場

順序 チーム 得点 順序 チーム 得点

1 兵 庫 県 78.0 1 福 井 県 64.5

2 京 都 府 68.9 2 大 阪 府 68.9

3 三 重 県 65.9 3 香 川 県 69.8

4 東 京 都 B 65.2 4 東 京 都 A 63.2

5 富 山 県 65.0 5 愛 知 県 68.2

6 神 奈 川 県 72.7 6 静 岡 県 65.7

7 山 梨 県 59.8

Cブロック　　　　　　　　　　　　第3試合場 Dブロック　　　　　　　　　　　　第4試合場

順序 チーム 得点 順序 チーム 得点

1 青 森 県 72.7 1 栃 木 県 63.4

2 茨 城 県 58.4 2 群 馬 県 63.2

3 熊 本 県 65.7 3 奈 良 県 70.5

4 山 形 県 65.0 4 岡 山 県 71.8

5 千 葉 県 71.8 5 岩 手 県 66.6

6 鹿 児 島 県 59.8 6 新 潟 県 71.1

決決勝勝 第1試合場

順序 チーム 得点

1 岡 山 県 72.3

2 青 森 県 69.1

3 兵 庫 県 79.1

4 香 川 県 72.0 3

第第1111回回日日整整全全国国少少年年柔柔道道形形競競技技会会　　結結果果

順位

2

4

1
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科学的ストレスを化学物質入り無添加物を持って
行い、その後、肩関節の痛みに対する手技、膝関
節の痛みに対する手技、顎関節の痛みに対する手
技を、実際に痛みのある3名の先生方にモデルと
なっていただき、その痛みに対してデモンストレ
ーションを行っていただきました。次に免疫につ
いての白血球の働き、白血球の数によりその人の
免疫力が分かると言われた。喫煙や大量の飲酒ス
トレス、睡眠不足により白血球が作用する免疫力
低下の原因となると言われ、免疫力を高める方法
として、
①笑うこと・・・笑うとナチュラルキラー細胞の
働きが活性化される。

②睡眠をしっかりととる・・・睡眠不足や質の低
下により免疫力が低下し、睡眠と免疫をつなぐメ
ラトニンの分泌が低下する。
③バランスの良い食事とる・・・免疫力を高める
ために、腸の環境を改善しその働きを活発にする。

　以上の事から免疫力を高めることの重要性を説
明された、会員の先生方からの質疑に対して丁寧
に答えていただき、日頃の生活習慣の参考、改善
とさせて頂く貴重なお話しでした。
　　第32回富山県接骨学術研究会は稲場　司副会
長の謝辞と井田　栄二実行副委員長の閉会の辞を
もって終了致しました。

保険部　林　禎之　
　全国的に新型コロナウイルス感染症が蔓延し富
山県でも感染拡大した為に9月12日（日）に開催
予定の第1回カルテ指導講習会が延期となり、10
月10日に開催されました。会員約40名を対象で、
会場が密にならないように1部と2部に分かれて行

いました。
　眞田理事の司会進行で開会し、始めに吉村会長
より各主保険の取り扱いの注意点についての説明
を含めて挨拶がありました。続いて稲場保険部長
より、協定書の内容若しくは関係通知について数
年の間に変更があった点についての説明をされま
した。

＊柔道整復師が取り扱うことの出来る外傷について
・急性、亜急性の外傷を取り扱える文言がなく
なり、外傷性が明らかな骨折・脱臼・捻挫・
打撲・挫傷について取り扱えるが、内科的要
因のものは取り扱えない。

＊施術録（カルテ）の記載について
・保険証の情報まではパソコン入力でも良いが、

令和3年度カルテ指導講習会

第1回
日時：令和3年10月10日（日）
　　　第1部午前9時30分〜10時30分
　　　第2部午前11時〜12時

第2回
日時：令和3年10月24日（日）
　　　第1部午前9時30分〜10時30分
　　　第2部午前11時〜12時

第3回
日時：令和3年11月7日（日）
　　　第1部午前9時30分〜10時30分
　　　第2部午前11時〜12時

場所：接骨会館3F会議室
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災害対策委員　藤森　和則　
　11月21日（日）接骨会館3階において、午前9時
から3時間にわたり救急救命講習が、コロナ禍の
ため参加人数を制限し行われました。今回の講師
は、富山消防局から消防士　深井様、応急手当指
導員　岡本様、応急手当普及員の松浦様、小森様
をお迎えしました。大野重浩災害対策委員長に続
き木下隆男県柔道整復師会副会長の開会の挨拶後、
資料に沿って説明がありました。一次救命処置の
流れ、傷病者を発見したら、①安全の確認、②
反応（意識）の確認、③119番通報とAEDの手配、
④呼吸有無の確認、⑤（呼吸がない場合）心肺蘇
生　胸骨圧迫を開始、⑥AED到着したらAEDの

操作、救急車が到着した後は救急隊員に交代への
説明がありました。続いて一連の流れを参加者全
員が応急手当普及員の指導の下、心肺蘇生訓練用
人形を使って「正しい胸骨圧迫法」を体験しまし
た。呼吸をしていない人が蘇生後に後遺症を残さ
ないよう血液を全身に循環させるために、圧迫す
る位置や手の置き方、圧迫の強さやリズム等丁寧
な説明の後に皆で実践しました。次にAED（自
動体外式除細動器）操作体験、小児や乳児の心肺
蘇生法の説明、「突然の心停止を防ぐために」病
気等をわかりやすく説明していただきました。一
次救命処置が必要な場面に遭遇した時、正しい方
法を身につけておく事は多くの人を幸せにできる
可能性を持っている事だと感じました。家族も含
めて参加した会員34名と、丁寧に説明していただ
いた講師の皆さんに感謝いたします。

負傷名からは手書きで記載する事。
・いつ、どこで、何をして怪我をしたのかを遅
滞なく記載する事。

＊広告の制限について
・施術所以外で人を集めて施術を行い、金品の
授受を行ってはいけない。
・インターネットでの広告の制限

＊不正請求・不当性求について
・水増し、架空請求（不正請求）保険者からの関
係通知に違反するもの（不当請求）
令和2年11月より施術録が新しくなったので、記載方法

に変更があったものについても詳しく説明されました。
・初検料の算定について
・初検時相談支援料について（励行と禁止事項
の手書きでの記載や治癒見込み日数）
・施療料の算定について（包帯、テーピング、
コルセットでの固定、湿布等を経過欄に記載）
・再負傷した場合も経過欄に日時、負傷場所等
を記載する事

　最後に参加された先生方からの質問も受け付け
講習会は終了しました。

令和3年度 災害対策委員会救急救命講習会

日　　　時：令和3年11月21日（日）
　　　　　　午前9時〜12時
場　　　所：接骨会館3階
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　『柔道整復術公認100年記念』で匠の技伝承プ
ロジェクトが日本柔道整復師会主催で行われるこ
とになりました。富山県から砺波ブロック・大野
会員、新川ブロック・原会員、高岡ブロック・高
崎　浩会員、あと私の4名で受講することになり
ました。期間は2年8回の講義を受講します。本来
であれば、東京開催ですが新型コロナウィルスの
影響でZOOMを活用して、富山県柔道整復師会
館で開催される運びとなりました。第1回のテー

　幸いにも研修時代から多くの骨折、脱臼を診さ
せて頂きました。自分が整復経験したこと、更に
もっとより多く経験がある父親のアドバイスを受
けたうえで2002年より日本柔道整復接骨医学会、
北信越学会、県の学術研修会等、これまで30回以
上の発表を行った次第です。この事が評価された
のか、一昨年日本柔道整復師会から学術会長賞を
頂き、私自身も発表に一区切りつけようという思
いでいました折、当時の井田学術部長から「日整

マは前腕骨遠位端骨折で、超音波観察装置（エ
コー）実技研修、整復・固定の実技講習がwebで
行われました。私自身、「いまさら、骨折・脱臼
の整復固定？」と、心の片隅で思っていましたが、
日整が掲げる「日整基準」（いつでも・どこで
も・だれもが基準を満たす施療が受けられる）を
聴き、忘れていたものを思い出した気がしました。
　それは、柔道整復師の既得権域である骨折・脱
臼・捻挫・打撲・挫傷、です。
　先人の柔道整復師が勝ち得た権域を私達で途絶
えてはいけない。「患者が来なくても常に知識だ
けは身につけておけ」私の師がよく言うセリフで
す。今からも続く柔道整復業の「日整基準」に研
鑽を積み上げたいと思っています。

が主催する匠の技伝承プロジェクト指導者講習会
に参加してもらいたい」という依頼を受けました。
何度も辞退を申し上げたのですが、吉村会長から
も熱心にお誘い下さり、大変恐れながら、引き受

第1回　匠の技伝承プロジェクトに参加して

第2回　匠の技伝承プロジェクトに参加して

プロジェクト委員　前原　征一

プロジェクト委員　高崎　浩

日　　　時：令和3年9月26日（日）
　　　　　　午後1時〜
場　　　所：接骨会館3階

日　　　時：令和3年11月7日（日）
　　　　　　午後1時〜
場　　　所：接骨会館3階
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　3回目を迎える匠の技伝承プロジェクトは足周
辺の骨折の整復・固定（腓骨下端部の骨折）と足
関節周辺の超音波観察（腓骨及び前距腓靭帯）で
した。
　下腿骨骨折の最も重要なポイントは固定にあり
ます。血行障害、神経障害を考慮し踵周囲に、い
かに負担をかけず固定を行えるかがポイントとな
ります。日整基準の方法では金属副子を患者の足
に合わせ踵の形、足底アーチを考慮しながら作成
します。次に金属副子と下腿部の間に、脱脂綿と
ガーゼで作成した緩衝材を巻き、前足部、下腿近
位部を固定する。あとは足関節両果部をボール副
子で固定し、足関節部、下腿全体の順に包帯固定
を施します。
　私も若い頃、師匠の下で下腿部の金属副子を作

成した際に、踵の形がなかなか上手く作れなかっ
た覚えがあります。初めての方は患者さんの足に
あった副子の作成が重要です。
　超音波観察においては腓骨は簡単に見えると思
いますが、前距腓靭帯は中々難しいかも知れませ
ん。特に損傷した靭帯はどれが靭帯なのかよく判
りません。まずは健側の腓骨、距骨その間にある
前距腓靭帯を観察し、患側の腓骨、距骨が健側と
同じように見えるように描出して靭帯の変化及び
ドプラー反応を比較した方が良いと思います。
　靭帯が損傷した状態は多くの方が想像する紐が
切れた状態ではなく、靭帯部分の線上高エコー
（靭帯の横線）が消失しボヤボヤして膨れた状態
に見えます。また太っている方、痩せている方、
以前に同部位を怪我した方等、人によって見え方
が違う事が多いので、実際に観察器を操作して慣
れるしかありません。
　今後、県内での匠の技伝承プロジェクト、超音
波観察講習会にて会員の皆様にお伝えしたいと思
います。

けさせて頂いた経緯であります。
　さてコロナ自粛期間を経て、令和3年9月28日よ
りオンラインという形で、講習会がスタートし、
私の責任担当は11月7日の第2回大会でありました。
疾患は「肩（肩甲上腕」関節脱臼）です。当該脱
臼はご存じのように、全脱臼中、50％の発生率で、
接骨院にも多く来院し、私自身も数多くの症例遭

遇があります。しかしながら整復法も多種多様で、
今回の講習会は「脱臼治療における視野拡大には
よい機会」でありました。
　このプロジェクトが今後どのような形で進んで
いくのかは分かりませんが、まずは残されている
6回の講習をしっかり受講し、自分にとって実の
あるものにしていきたいと思ってます。

第3回　匠の技伝承プロジェクト

プロジェクト委員　大野　重浩

日　　　時：令和3年11月28日（日）
　　　　　　午後1時〜
場　　　所：接骨会館
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学術部　中邑　克信　
　役員を対象に第1回論文作成研究会が接骨会館
にて開催されました。河合学術部長が開会の辞を
述べ、吉村会長より挨拶がありました。当会相談
役の高崎光雄会員を講師に招き、「論文作成の目
的と手法」と題して様々な写真、動画を交え講演
をして頂きました。今回は一層の学術への研鑽、
論文を作成することの重要性を学ばせていただき
ました。最後に稲場副会長が謝辞を述べられ閉会
となりました。

高岡ブロック　　伏喜　裕久　
　私は3年前にゴルフ狂になって以来、仕事以外
ではゴルフの事しか考えていません。
　このグリーン会に参加するのは3回目でした。
始めは何もわからず、這いずり回るだけでしたが、
今回は少し余裕が出来て周りが見えるようになっ
ていました。役員の方々と会員の皆さんはとても
上手で、優しい方々ばかりだと言うことが、分か
った次第です。
この日は前回の大雨と違いベストコンディション
だったので、皆さんのスコアも前回とは大違いで
した。優勝した前原さん、ドラコンの森田会長を
はじめとして素晴らしいショットの連続でした。
このグリーン会は、まとまりがとても良く、特別
な会であることも分かってきました。次回も、一

緒に回る会員との交流を楽しみにしています。そ
して、益々繫栄することを祈っています。

令和3年度 第1回学術論文作成研修会

第11回　浩・響柔グリーン会コンペ

日　　　時：令和3年8月9日（月）午後2時
会　　　場：接骨会館3階会議室
参　加　者：20名　　欠席者1名

日　　時：令和3年11月3日（文化の日）
　　　　　午前9時30分スタート
場　　所：小杉カントリークラブ
　　　　　南コース→北コース
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　閉会式も無く競技が終了し、入賞した選手は寂
しそうでした。早く新型コロナ感染症が収束し、
以前のように声出し応援や、表彰式でメダルを掛
けて貰える日常に戻ってほしいものです。

救護活動を行ってまいりました。活動報告として、
鼻出血1件、打撲1件、擦過傷2件、裂傷1件の発生
がありましたが、幸いいずれも軽症と思われ、無
事に大会を終える事が出来ました。今回の救護活
動を終えて、擦過傷や止血等の救護活動の経験か
ら、柔道整復師の業務範囲である怪我は勿論、そ
の他によく遭遇する傷病の知識や救護技術の研鑽
が改めて必要と考えさせられました。

TJAT活動報告

新川ブロック　林　　英明

新川ブロック　開澤　結城

富山ブロック　岩山　悟士

日　　時：令和3年8月3日
場　　所：アルビス小杉総合体育センター

日　　時：令和3年6月12日（土）
会　　場：滑川市総合体育センター柔道場
参加者名：小柳　龍・開澤　結城

日　　時：令和3年10月31日（日）
会　　場：アルビス小杉総合体育センター

第42回 北信越中学校柔道大会活動報告

令和3年度 新川地区中学校選手権大会（柔道競技）

第12回スポーツひのまるキッズ柔道大会 北信越小学生柔道大会

　北信越中学校総合競技大会柔道競技が富山県で開催され、林　英明・開澤　
結城2名で出場選手の救護活動を行いました。記録上の負傷者は9名で大きな怪
我もなく終了しましたが、それ以外に軽度打撲のアイシング用に氷を希望する
選手が多く、後半は不足状態になりました。今後は、多めの氷の準備が必要と
考えます。

　今回も新型コロナ感染症予防のため開会式を無
くし、畳・手の消毒を行いながら変則形式で大会
が開催されました。今年は1年生の出場が多く、
柔道人口の増加を感じ嬉しくなりました。去年の
新人戦は無観客でしたが、今年は3年生の保護者1
名のみ許可され保護者にとっても良かったと思い
ます。1年生は3年生と対戦するので危険性は高ま
り、県大会まで日数が少ないため、軽傷2件の負
傷者で終わり救護係として安堵しました。

　北信越小学生柔道大会が23都府県から419人が
集い、「柔道の本質」、「親子の絆」、「柔道を
より好きになる一日」をテーマに開催されました。
　今大会は、試合だけでなく、オリンピックメダ
リストや、有名指導者を講師に招待してのセミ
ナーも実施されました。憧れの選手を前に、目を
輝かせてとても意欲的に練習会に参加していたよ
うに思います。また、試合では大人顔負けの気合
の入った熱戦が繰り広げられました。1日目は練
習会（セミナー）、2日目は試合という形式で行
われ、久水嘉智会員、松島知久会員と私の3人で
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新川ブロック学術研修会
新川ブロック　井田　栄二

日　　時：令和3年10月17日（日）午後3時〜
場　　所：スカイホテル魚津

　新川ブロック学術研修会が、魚津緑ヶ丘病院理
事長・院長医学博士　鳴河宗聡　先生を講師とし
てお迎えし、「COVIDO―19対策〜Withコロナ
への戦略〜」との演題で33名の参加（他ブロック
会員も含む）で開催されました。
　昨年は新型コロナウイルス感染拡大により中止
となりましたが、今年は入場制限を行い、聴講者
の皆様に理解と協力をいただき、感染防止対策を
講じて、対面開催することができました。
　今回、ウイルス感染症専門医の鳴河先生に、私
たちがお聞きしたい内容を事前に提出してご講演
をお願いしました。井田栄二司会進行で、開会の
辞に続き、稲場　司（公社）富山県柔道整復師会
副会長兼新川ブロック長より挨拶がありました。
続いて特別講演に移り、鳴河先生のプロフィール
が紹介され、講演が始まりました。医学専門的内

富山地区 
第1回『超音波観察学術研修会』

（初級講座）
富山地区　稲垣　徹

日　　時：令和3年10月10日（日）午後2時〜4時
場　　所：接骨会館3階

　令和3年8月29日（日）に予定されていた研修会
がコロナ感染者多数により、まん延防止等重点措
置適用の為、延期となり本日、富山地区・他地区
の会員23名参加され（株）SSBより超音波観察機
器の協賛と3名のオペレーターの協力のもと開催
されました。
　中邑克信理事の司会のもと研修会へ移り、始め
に　富山ブロック会長　木下隆男先生より、コロ
ナ感染禍においての参加の感謝や、この超音波観

ブロック・地 区 だ よ り

容から幅広い一般的内容までスライドも豊富に丁
寧に分かりやすく話していただきました。直接ご
教授を頂いたのは大変有意義で、会員一同しっか
りと拝聴し、多くの質疑がありましたが、先生に
は丁寧にお答えいただきました。質疑応答後、当
会より謝辞を述べ閉会となりました。
　本日の講演で鳴河先生より教授いただいた正し
い知識をもとに、引き続き、接骨院内での感染防
止対策を講じ、また患者へ感染予防等の大切さ、
正しい知識を啓蒙していきたいと思います。

察が日整の『匠の技　伝承』プロジェクトの取り
組み事業としており機器等も貸与されていると報
告があり、毎年毎回続ければ技術の習得とともに、
患者さんへの信頼関係の構築を話され、（株）
SSBオペレーター方の力添えにも感謝を述べられ
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富山地区 
第2回『超音波観察学術研修会』

（初級講座）
富山地区　古川　信也

日　　時：令和3年11月3日（水）午前10時〜12時
場　　所：接骨会館3階

　第2回「超音波観察（初級講座）」が新型コロ
ナウイルス感染防止を徹底し、富山地区、他地区
の会員参加のもと開催されました。講師として前
回に引き続き（公社）富山県柔道整復師会大野重
浩理事をお迎えし肩関節の観察について講演いた
だきました。解剖学、腱板損傷についての説明後、
参加者全員が棘上筋や上腕二頭筋長頭腱を描出す

る際のプローブ操作や注意点を聞きながら観察を
行いました。

挨拶とされました。
　続いて研修会に移り、司会者から（公社）富山
県柔道整復師会	砺波理事	大野	重浩先生の紹介が
あり講義が始まりました。

　前半はプロジェクターを見ながら機器の名称・
超音波観察のメリットやデメリット等の説明・プ
ローブの持ち方、当て方、肢位、軸など初心者に
も理解し易く解説頂きました。プローブは優しく
当てることと、患部の損傷が大きい場合は、決し
て強くプローブを患部に押し付けないようにとの
注意説明がありました。
　後半は観察機器が4台用意されていましたので、
各会員は分かれて術者・患者になりプローブを当
て観察し、画像を注視し、まずは判断し易いよう
に中枢と末梢で、描出の際、必ず中枢は左・末梢
は右になるように試行錯誤しながら行いました。
今回は手関節・足関節を中心として描出の解剖学
的な目印（ランドマーク）を教わり、基点となる
リスター結節・橈骨茎状突起を描出し、足関節の
前・後距腓靭帯、腓骨・距骨の角度別のプローブ
の当て方、エコーゼリーを多めに使ってのプロー
ブの間を開ける使い方も細かく丁寧にレクチャー
頂きました。

　超音波観察はレントゲン・CTと違って画像に
写る範囲が狭く、なかなか狙った箇所を写すのが
難しく画像を静止したりフォーカスを変化させた
りして実践し学びました。各会員の皆さんは最初、
不慣れな手つきでのプローブ操作でしたが、時間
が経つとともに上達されて、画像も少しずつ読み
取れるようになりました。

　解剖学の知識や靭帯・血管などのイメージが大
切であり、これからの柔道整復師に意味があるも
のと思いました。
　眞田克樹副会長より超音波観察は日整が推奨と
述べられ、大野先生に再度の講習をお願いし、閉
会の辞で終了致しました。
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富山地区 
第3回『超音波観察学術研修会』

（初級講座）
富山地区　角　洋

日　　時：令和3年12月5日（日）午後2時〜4時
場　　所：接骨会館3階

　今回、富山地区から15名、高岡地区から5名、
新川地区から3名、砺波地区から1名計24名の参加
にて第3回富山地区超音波観察学術研修会が開催
されました。（新型コロナウイルス感染症対策の
為上限を30名に設定し研修会の模様はビデオ撮り
し後日配信予定）
　第1回、第2回に引き続き（公社）富山県柔道整
復師会理事　大野　重浩会員に講師をお願いしま
した。また（株）SSB様から超音波観察機器2台
の貸し出しと、山田さん、早川さん2名の協力を
頂きました。
　古川理事司会のもと研修会に入り、始めに木下
隆男富山地区会長が第3回目の学術研修会に参加
して頂いたことのお礼と来年も引き続き超音波観
察学術研修会を開催していきたい旨を説明され、
保険請求に関して注意事項等も併せて挨拶されま
した。

魚津市接骨研究会講演会
魚津市接骨師会　清水　博之

日　　時：令和3年11月23日（火：祝）
　　　　　午後3時〜
場　　所：ありそドーム第一研修室

　令和3年度魚津市接骨研究会が、講師に大野接
骨院院長大野重浩先生をお迎えし
「解剖から考える運動器疾患と超音波観察　Ⅲ」
との演題で開催されました。
　寺田健一魚津市接骨師会会長の挨拶の後	、吉
村英男富山県柔道整復師会会長の祝辞で「数多く
の医科でエコー装置が導入されていて、柔道整復
師は導入数が少ない。日整でも推奨しており、こ
れから必要な装置となっていく」との話がありま
した。

　研修会は大野
会員が、下腿部
及び足部特にシ
ンスプリント、
疲労骨折（下腿、
足部）、肉離れ
（下腿三頭筋特
に腓腹筋）について超音波での見え方等説明され、
その後今回のテーマである膝部の研修へと移りま
した。膝の解剖から始まりオスグッド等の症例を
話され超音波でよく見る部位や症例として膝蓋靭
帯、内側側副靭帯、半月板、軟骨量、水腫につい
て説明されました。大野会員の指導のもと参加者
らは3グループに別れ、実際に膝部に超音波を当
て観察しました。今回が3回目とあって慣れてき
た面もあり参加者らは1回目、2回目より積極的に
超音波に触れていたように見受けられました。一
通り膝部の超音波観察を終えると参加者から肘の
超音波について要望があり大野先生から野球肘、
一般的に多い上腕骨外側上顆炎の超音波の当て方、
見方の説明を頂きました。
　研修会終了後に眞田理事が講師の大野会員及び
協力して頂いた（株）SSB様に感謝の言葉を述べ
られ古川理事の閉会の辞で本年最終の研修会を終
了致しました。

　今回は3回目の講演で、超音波観察装置（以下
エコー装置と称す）を参加者全員が実際に触って
しっかり観察できるように、実技を中心に足関節
と肩関節について描出法を教えて頂きました。
　初めに、安定して画像を描出する為のプローブ
の持ち方や当て方、観察部位のランドマークとな
る骨の描出についての説明があり、その後3班に
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高岡市柔道整復師会臨時総会
角田悠紀後援会「角柔会」設立総会

高岡市柔道整復師会　明神　隆
日　　時：令和3年9月26日（日）午後5時〜
場　　所：高岡商工会議所

　コロナ禍において、感染者減少傾向に向かうも
多人数の会員を一堂に集めて三蜜状態及び感染対
策を考え、事前に議案資料を会員に配布の上、受
付時に検温、消毒、全員マスク着用、席の間隔を
空け、臨時総会が開催されました。
　市全会員数　113名　出席会員23名　委任状提
出会員90名　　合計113名
以上の出席状況により委任状総会を開催しました。
　高岡市柔道整復師会苅部会長より、角田悠紀高
岡市長の後援会発足の趣旨を説明し、挨拶とした。
続いて吉村英男富山県柔道整復師連盟委員長から
挨拶を頂きました。
　議事に入り会長より議長選出について出席会員
に問われ、原三夫会員を選出し、臨時総会を進行
しました。

分かれ、足関節は前距腓靱帯を、肩関節は棘上筋
や上腕二頭筋腱の描出を中心に実機研修が行われ
ました。
　初めてエコー装置を操作する先生が多数で、画
面を見ていると手元がおろそかになり、プローブ
の角度が変わりなかなか思う画像が出せず、てこ
ずる先生が多かったように思います。又、小学生
は骨が軟らかいため捻挫のような症状でも約6割
には剥離骨折が確認できたとの報告が上がってい

第1号議案　角
田悠紀後援会・
名称は角柔会
（案）発足につ
いて
第2号議案　仮
称・角柔会規約
（案）について
第3号議案　仮
称・角柔会埶行
役員選任の提案
第4号議案　政治団体として選挙管理委員会に登
録
各議案提案審議され、出席者賛成多数で承認され
ました。
　議事終了後、森田　満高岡地区会長から祝辞を
頂き、角田悠紀市長が挨拶され、角柔会発足に対
して感謝の意を述べられました。
最後に苅部会長が、今後も感染対策を十分に行い
「正しく恐れる」姿勢で備え、来年度は新年会を
行う方向であることを報告し、無事に臨時総会が
終了しました。

ることなどの説明がありました。
　レントゲン撮影ができない柔道整復師にとって、
エコー装置を使用することは骨折や靱帯の損傷を
判断する上で、これからは重要なアイテムとなっ
てゆくと思いました。
　最後に南塚文人魚津市接骨師会相談役より謝辞
があり講演会は終了となりました。
　2時間半が短いと感じるほど有意義な時間が持
てました。
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高岡地区柔道整復師会新年会
高岡地区　前原　征一

日　　時：令和4年1月9日（日）
場　　所：ホテルニューオータニ高岡

　雪が時折降る寒い令和4年1月9日（日曜日）に、
高岡地区柔道整復師会新年会がホテルニューオー
タニ高岡で開催されました。当日は新型コロナウ
ィルスの対応策に最善の配慮をして、開催にいた
りました。前年度は中止で寂しい思いをし、本年
度はオミクロン株が蔓延しそうな雰囲気で出席者
数が気にかかるなか、来賓18名、会員98名、計
116名の元気な顔を見て役員一同、ホッと胸を撫
でおろしました。橘　慶一郎　衆院議員をかわき
りに来賓8名様より新年の挨拶をいただき、渡辺

令和四年 新川地区柔道整復師会
新年祝賀会

新川地区　岡本　優
日　　時：令和4年1月16日（日）
　　　　　午後4時〜
場　　所：スカイホテル魚津

　コロナ禍のなか、二年振りに新川地区柔道整復
師会の令和4年新年祝賀会が、来賓含め58名にて
執り行われました。会場は、コロナウイルス感染
対策が行われて各テーブルにはアクリル板による
パーティションが施され、飲食時以外は全員マス
クの着用を徹底しておりました。始めに新川地区
柔道整復師会稲葉司会長が、〝寒梅は風雪に耐え
て花開く“の文言を引用されて会員を力強く激励
する旨の挨拶をされました。引き続き、来賓の祝
辞に移り、参議院議員　野上浩太郎様・参議院議
員　堂故茂様・衆議院議員　上田英俊様・富山県
議会議員　鹿熊正一様より丁重な祝辞を賜り、そ
の後会場を後にされました。さらに厚生連滑川病
院常任理事で富山県医師会常任理事の南里泰弘様
より心温まるお言葉をいただき、最後に吉村英男

　守人県議会議員乾杯の後、楽しい宴が始まりま
した。高岡・射水・氷見の市長さん方々からも力
強い祝辞をいただき、会員一同今年の躍進に期待
を感じられる新年会で、様々な困難に遭遇しても、
地域に根を張る柔道整復師が団結することにより
乗り越えていけると確信した一日でした。

富山県柔道整復師会会長より当会の将来について
の重要なお話を賜りました。その後、司会の山田
隆司当会理事から、砺波地区河合優会長・高岡地
区森田満会長・富山地区木下隆男会長・武部功事
務局長・北川弘司次長が紹介され、河合優先生の	
“乾杯！”のご発声により祝賀会の幕開けとなり
ました。新型コロナウイルス感染のリスクを各会
員が念頭に置きながら歓談の一時を過ごし宴もた
けなわの頃、　魚谷明弘当会相談役から“元気を
出しましょう。”の声と共にご来賓への万歳三唱
が行われ、それを受けてご来賓の南里泰弘様より
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令和4年度 藤柔会・弘柔会定期総会
運営委員　古川　信也

日　　時：令和4年1月23日（日）
　　　　　午後4時〜午後5時
場　　所：富山電気ビル5階大ホール

　令和4年度藤柔会・弘柔会定期総会が二重マス
ク、検温、消毒を徹底し新型コロナウイルス感
染防止対策のなか開催されました。
　藤柔会・弘柔会後援会会長	木下隆男、富山県
柔道整復師連盟	吉村英男委員長、田辺裕三富山
市議会議員の挨拶に続き、藤井裕久富山市長か
ら「日頃から会員の皆様には大変お世話になり
感謝申し上げます。必ず柔道整復師会のお力に
なれるよう頑張りたい」と、挨拶をいただいた
後、当会相談役	浅岡弘彦前県議会議員からも
「来年の統一地方選挙には柔道整復師会会員の
皆様のためにもう一度挑戦する」と心強い決意
の挨拶を賜りました。
　総会終了後の新春懇親会は近況のオミクロン
感染者数増加により中止となりましたが、代わ

りに家族でご賞味していただきたいと木下会長
の思いから鱒寿し・オードブルが出席者全員に
配布され終了しました。

当会への万歳三唱をいただきまして新年祝賀会の
お開きとなりました。新型コロナ感染症に配慮し
つつ、手短に行われた祝賀会でありましたが、会
員一人一人が有意義に過ごせた祝賀会であったと
思います。ご来賓の皆様本当にありがとうござい
ました。又、役員の先生方の尽力に深く感謝いた
します。

藤柔会・弘柔会
木下隆男会長挨拶 藤井裕久富山市長挨拶

藤井裕久富山市長

富山県柔道整復師連盟
吉村英男委員長挨拶

浅岡弘彦前県議挨拶
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令和3年 射水市柔道整復師会
保険実務講習会
射水市柔道整復師会　嶋　光一

日　　時：令和3年12月12日（日）
場　　所：小杉地区救急薬品市民交流センター

　射水市柔道整復師会保険実務講習会が、コロ
ナ感染予防対策を徹底し、吉村英男　（公社）
富山県柔道整復師会々長と	森田　満　富山県高

砺波市接骨師会臨時総会
砺波市接骨師会会長　末永　明信

日　　時：令和3年12月19日(日) 午後6時〜
場　　所：和風会館　ふかまつ

　先ず始めに新型コロナウイルス感染症の感染拡
大により、影響を受けられました皆様に心よりお
見舞いを申し上げます。感染状況が落ち着いてき
た事もあり、感染対策をして2年ぶりに砺波市接
骨師会の臨時総会を開催しました。河合優砺波ブ
ロック長を来賓にお招きして、林豊輝、林修二相
談役も出席して頂き会員23名が出席しました。
　山下副会長の司会進行のもと、末永会長が挨
拶を行い議題の審議を行いました。会計報告を
八田会計が行い、監査報告を辻井監事が報告し
て承認されました。今年度より接骨師会の連絡
方法を葉書の案内を取りやめ、メールとLINEを
活用していく事を賛成多数で承認されました。
　また、4月の砺波市市議会議員選挙に於いて、

岡地区柔道整復師会々長をお招きし、会員28名
参加のもと2年ぶりに開催されました。
　藤森和則射水市柔道整復師会々長の開会挨拶
の後、第一部は森田　満富山県高岡地区柔道整
復師会々長を講師にお迎えして、事前に寄せら
れた会員からの質問について約1時間をかけて正
確に答えていただきました。息子に業務を引き
継がせる場合どうしたらいいのか？等いろいろ
な質問がありました。
　第二部は申請した題材について担当課から職
員を派遣し説明する射水市出前講座のシステム

これまで相談役をお願いしていた稲垣修様が辞
められましたので、新しく砺波市市議会議員選
挙で当選された林教子市議に相談役になって頂
く事が賛成多数で承認されました。林教子議員
は林実会員の奥様でもあり、接骨師会の為にご
尽力しますとの挨拶を頂きました。
　その後に河合ブロック長より、富山県柔道整
復師会からの報告、林禎之県理事より保険部か
らの報告をして頂き、臨時総会を無事に終了し
ました。
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ゲートキーパー・レベルアップ研修会
富山地区　角　洋

日　　時：令和3年12月10日（金）
　　　　　午後2時〜3時30分
場　　所：富山市保健所2階　健康教育室

　寒さ厳しい師走の中、富山市保健所2階健康教
育室にて、ゲートキーパー・レベルアップ研修
会が開催され富山地区から木下会長、稲垣会員、
角の3名が参加してきました。
　富山市保健所保健予防課の森田さん司会のも
と最初に保健予防課の担当者の方がお伝えした
いこととして①自殺の現状②自殺予防対策の必
要性③ゲートキーパーについて話されました。
また、メンタルヘルスサポーター連絡会の主な
活動内容として、1メンタルヘルスサポーター活
動事業、2自殺予防啓発キャンペーン事業につい
て富山市が行っていることを説明されました。

を利用して行われました。射水市役所介護保険
課と保険年金課から職員を講師としてお迎えし
ました。前半に介護保険課係長　種村由紀子さ
んより、「介護保険サービスって」介護予防サ
ービスを利用するときの手順などについて説明
していただきました。後半は保険年金課主査　
福井健太さんより、「国民健康保険制度につい

その後、本日の講義に移り「相談場面での上手
な声のかけ方、話の聞き方」と題して臨床心理
士・公認心理師の髙野利明先生が講師として紹
介されました。髙野先生は始めに期待知覚とい
うことについて説明され、今日の内容として、
声のかけ方のコツ『上手な話の聞き方・かかわ
り方』の留意点『自殺を防ぐための対応』声か
けの実際について順次説明され、特に声かけの
実際に関しては複数の例題を出され解答例を詳
しく話されました。
　大事なこととして言葉と感情の共有というこ
とについて説明。最後に事前に受けられていた
質問に答えられました。我々柔道整復師の仕事
は日々患者さん『人』と対峙します。その際の
接し方、話し方ということを改めて考えさせら
れ、毎日の業務の中でゲートキーパー的な役割
を担うことが出来ればと思いました。最後に司
会の森田さんが抗議終了を告げられ、ゲートキ
ーパー・レベルアップ研修会は終了致しました。

て」射水市国保の状況を中心に説明していただ
きました。コロナ禍で長期にわたって行事が中
止されていたため、久しぶりに会員の顔を見る
ことが出来て良かったと思います。また仕事や
生活に役立つ話を聞かせていただき大変有意義
な講習会となりました。
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新川ブロック　新田　博康

絵　手　紙

投稿

　10年ほど前、患者さんから絵手紙を書くことを
勧められ、以前より興味があったので自己流で始
めてみました。その頃、妻がクモ膜下出血で倒れ、
リハビリ中に見せたところ大変喜んでくれたこと
が励みとなり、現在も続けています。
　興味のある方は下記までご連絡ください。又、
同様の趣味をお持ちの方がおられましたら絵手紙
交換をしませんか？お待ちしています。

〒938-0031 黒部市三日市3208
新田接骨院　新田 博康
電話：0765-52-0632

区　　分 施　術　所 所　在　地 氏　　名 実施年月日
施術所開設 ラポール接骨院 富山市月岡町5-364 大田　哲夫 R3.12.	1

浅生接骨院 富山市向新庄1392-6 浅生　直人 R4.	1.	4

施術所廃止 大泉接骨院 富山市大泉町1-6-17 大田　哲夫 R3.	9.30
いろどり接骨院 富山市町村134-3Y＆Mハウス1階B 南　賢太郎 R3.	9.30
ラポール接骨院 富山市月岡町5-364 大田　章博 R3.11.30
岩田接骨院 魚津市本江新町9-9 岩田　豊和 R3.12.17
浅生接骨院 富山市向新庄1392-6 浅生　正人 R3.12.31
岡本接骨院 富山市荒川新町1-33 岡本　祐仙 R3.12.31

施術所住所変更 岡島接骨院 富山市上大久保179-5 岡島　信良 R4.	1.	5

（入　会） 浅生接骨院 富山市向新庄1392-6 浅生　直人 R4.	1.	4
（退　会） 岩田接骨院 魚津市本江新町9-9 岩田　豊和 R3.12.17
（休　会） いろどり接骨院 富山市町村134-3Y＆Mハウス1階B 南　賢太郎 R3.	9.30

ラポール接骨院 富山市月岡町5-364 大田　章博 R3.11.30

会　員　異　動
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物　故　会　員

氏　　名 ブロック名 入会年月日 退会年月日 在籍年数

岩田　豊和 魚　津 1991年4月1日 2021年12月17日 30年

物故会員となられた先生のご冥福をお祈り申しあげます物故会員となられた先生のご冥福をお祈り申しあげます

　わが富山県柔道整復師会を、共に支え、発展に尽くされた先生に深甚の感謝

と哀悼の意を表します。

　どうか、とこしえに私どもをお見守りください。
公益社団法人　富山県柔道整復師会
会 長　吉 村　英 男

訃　　　　報

《謹んでご冥福をお祈り申し上げます》
ブロック名 ご逝去日 会員氏名 続　柄

砺　波 令和３年９月22日 田守　　剛 父

高　岡 令和３年10月15日 菊池　　進 父

砺　波 令和３年10月19日 梅木　一平 子

富　山 令和３年10月22日 藤井　一弘 父

高　岡 令和３年11月13日 中川　佳親 父

高　岡 令和３年11月20日 森田　　満 父

高　岡 令和３年12月20日 菊池　　進 母

富　山 令和４年１月８日 太田　成人 母

砺　波 令和４年１月17日 蔵谷　昌隆 父
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診療所だけじゃなく

全国〇柔道聾復顔協同輯合暢で ご自宅もOK

切讐をJIいて布91参す。
「 '

・違的金、解紀l金なしI
電気代が高いと感じてる方は

・ー ・契的期間の縛りなしI
ま'ellさホ電話をII / /‘.．鼻•一. ·. ヽ

・事務手数輯なしI .-, 
～し・ 、 ,

切替手続さlさ簡単Iぐ
ーー

でんきJ
令炉曼'

ミッゥoコ ・
申込書に署名するだけ＼．．

． ．． ． ． ，， 請求以外は今まで通91
現在の電力会社への ----「 北陸電力送配電（株）が対応
連絡も不専
まずは、どれくらい安くなるかシュミレーションさせて下さい！ ！

、 ミ’'IウロコグIL--i株式会社米沢産業
●住所：石川県白山市績江町488
●電話：：柔道整復師協同組合専用ダイヤIL 0120-504-579 ●FAX: 076-274-4772
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〒930-2225　富山市寺島569-2　TEL : 076-435-5568　FAX : 076-435-5548

株式会社ＴＲＩＯ三井住友海上火災保険代理店
富山県柔道整復師会担当
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㈲ナカダ工芸

E-mail　info@nakadakougei.com
U R L　https://www.nakadakougei.com

富山県柔道整復師協同組合指定店
富山県庁職員生活協同組合指定店 総合ギフト用品・贈答品

トロフィー・優勝カップ・楯・バッチ・旗・製作販売

〒939－8201富山市花園町１－７－７

電 話（０７６）４９３－３２１１
FAX（０７６）４９３－８３８４
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日日本本柔柔道道整整復復師師 協協同同組組合合員員 ののみみななささままへへ
１１１１月月１１日日
保保険険始始期期

損害保険ジャパン株式会社

〒９３０－００２９ 富山県富山市本町３－２１
富山支店 法人支社
（ＴＥＬ）０７６－４４４－５００５ （ＦＡＸ）０７６－４４４－５０１０

＜受付時間＞
平日：午前９時から午後５時まで
（土･日･祝日･年末年始は､お休みとさせていただきます｡）

＜取扱代理店＞
富山県柔道整復師協同組合（トミジュウセイ）

富山市舟橋北町3-7 （TEL）０７６－４３３－８６２１
株式会社ＲＭＳ保険センター

富山市二口町4-2-1 （ＴＥＬ）０７６－４２１－３２００
株式会社フェイス

高岡市問屋町49 （ＴＥＬ）０７６６－２２－０７８３

「「院院内内施施設設ででののケケガガ」」
にによよるる見見舞舞金金

（傷害見舞費用担保追加条項）

基本プラン 任意オプションプラン（任意に１つからでも選択できます。）

「「院院内内施施設設のの不不備備」」
（施設所危険担保追加条項）

②②「「日日常常生生活活」」
（個人賠償責任保険）

③③「「ササイイババーー事事故故個個人人情情報報漏漏ええいい」」③③「「ササイイババーー事事故故個個人人情情報報漏漏ええいい」」
（サイバー保険特約）

＋＋

＊「任意オプションプラン」だけでのご加入はできません。必ず「基本プラン」とのセットでのご加入となります。

病気・ケガ・交通事故による所得減・医療費をトータルで補償します！！

（団体所得補償保険、新・団体医療保険、
団体長期障害所得補償保険、交通事故傷害保険）

２０％割引！
（団体割引20%）

ゴルファー保険

２５％割引！
（団体割引25%）

この内容は概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン営業店にお問い合わせください。

日日整整協協同同組組合合
ななららででははのの
割割引引でですす！！

①①「「鍼鍼灸灸師師ななどどのの業業務務」」
（はり師、きゅう師、あん摩 ・マッサージ・

指圧師に関する特約条項）

「基本プラン」は以下による賠償事故を補償します！

「新・柔道整復師賠償責任保険」では、「柔道整復師業務」の賠償事故だけでなく、任意オプションで

「鍼灸師などの業務」「日常生活」「サイバー事故/個人情報漏えい」の賠償事故も補償できます！！

「任意オプションプラン」は以下による賠償事故を補償します！

「「柔柔道道整整復復師師業業務務」」
（柔道整復師特約）

＋＋

＋＋

＋＋

総合補償制度（団体所得補償保険、団体長期障害所得補償保保険険 [GLTD]
新・団体医療保険、交通事故傷害保険、ゴルファー保険）

＜引受保険会社＞

柔道整復師賠償責任保険

（SJ21-11862 2021/12/21）
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〒930-0033 富山市元町2丁目5-30
タウンビュー元町201 TEL(076)442-5860
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富山県柔道整復師協同組合
協同組合指定業者

（アイウエオ順）　　　　

（株）アクア富山 伊藤ハム販売（株） （有）インクリース

（株）ＷＥＳ（ウエス） （株）エス・エス・ビー （株）オリバー

（株）グラフ （株）クリーンサポート くろべの太陽（株）

近	藤	医	療	器 （株）坂田亀巣堂 サロン・ド・ソントール

（株）サンケイワーク 塩谷商事（株） （株）瀬　戸

ダイヤ工業（株） テイコクファルマケア（株） （株）竹　勘

中部通商（株） 東洋レヂン株式会社 富山県綜合警備保障（株）

富山新聞販売（株） 富山産業株式会社 （株）ＴＯＳＣＯＭ

（有）ナカダ工芸 Ｐ－ＢＯＸ　パソコン教室 （株）ファロス

（有）フジタ （有）フュ―テック （株）HELIO　JAPAN

（有）北信精器 北陸アシスタントレディス （株）ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ高岡

丸大食品（株） （株）　丸　八 ミツウロコグループ（株）
米沢産業

ＭＥＧＬＩＯ ヤマグチメディカル （株）ユニオントラスト

（株）吉田養眞堂 和田亀巣堂

組合員様のご利用をお待ちいたしております。
富山市舟橋北町3-7　TEL（076）433-8621

富山県柔道整復師協同組合
理 事 長　魚谷　明弘　　　　
副理事長　森田　満・小柳　龍
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　編　集　後　記　

　昨年度より広報部のメンバーが代わり、木下広報部長を筆頭として原部員・私、前原部員の
3名で広報誌の作成をしています。私と原部員は初めての広報部で右も左もわかりません。し
かし拝命された以上、責任感を持ってやり遂げたいと思っています。実を言うと広報誌をまと
もに最後まで読み終えたことはありませんでした。自分自身が作成してみて広報誌作成の大変
さを感じました。原部員はパソコンを流暢にこなすので画像担当をお願いして、私は投稿文の
校正を担当しています。木下部長には総括で見ていただき、訂正点を指摘する役割分担です。
投稿文には手書きや論文調で送付される場合があり四苦八苦しながらの編集ですが、会員の皆
さんは私を含め、文を作成する機会が少ないためか不得意の部分が大きいと推測します。投稿
文を読んでいると、苦手な文を一生懸命に投稿した気持ちが伝わることがあります。そのよう
な時は誤字脱字を除き、あまり訂正はしないように心がけています。会員の個性を重視したい
のです。
　私の趣味の一つにゴルフがあります。屋内の業種なので、せめて趣味は屋外で行うと心がけ
ている為です。10年近くやっていますので、多少は上手になったと思いますが欲望は尽きませ
ん。ゴルフの奥深さ、球技ゆえ好調・不好調の波があり、数字が実力を表すスポーツは残酷さ
を生むことのほうが多く、ラウンドした日はストレスと反省で帰宅します。
　部長は部会の都度ケーキを差し入れてくれるので、糖分を補給しつつ編集作成しています。
今後も、おじさん3人体脂肪を気にしながら広報誌を作成して行きますので、お読みになる時
はコーヒーでも飲みながら、大目に見て楽しんでいただければ幸いです。

広報部　前　原　征　一　

投  

稿  

依  

頼

次号の原稿締め切りは８月末です。
　広報を育てるための会員皆様の投稿を御願いします。
◎地区だより……市町村、地区情報　　ワードデータもしくは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　原稿400字１〜２枚
◎会員ひろば……投稿コーナー　　　　原稿１〜２枚以内
　　○自由題材……趣味・旅行記・その他
　　○柔整専門・ボランティア活動・私の体験など
　　○スポーツ・文芸・写真
　　（俳句…５句以内・短歌…５首以内・詩１編以内）
◎相談・質問コーナー……学術・業務等
　文字は楷書で、読み易く書いて下さい。
（メール（info@jusei-toyama.or.jp）での入稿も可）
◎広報に関するご意見、原稿応募のことにつき、連絡ください。
　広報部（木下隆男・前原征一・原　　誠）
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